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＜連絡事項＞

・船場　幸子様～３月３日(金)、西病棟Ｂ(回復療養病棟)より４０２号室へ転入されています。

　　　　　　　　主治医は安ヶ平Dr．、担当看護師はスバベイＮｓ、ソーシャルワーカーは下平ＳＷ、入院形態は医療保護入院です。皮膚科診察あり、血圧測定１回/日、体温・脈拍１回/Ｗ、服薬自己管理(１週間分)、リハプロＡグループ、ＳＳＴはＢグループで食事形態は軽食です。３月１０日(金)にお姉様が来院する予定ですので、個室利用許可書の記入をしてもらって下さい。お小遣いの出金が３月７日(火)に２万円(毎月２万円)医事からあります。今月はその２万円でやり繰りしてもらいますが、今月末の出金日にも２万円が出金となる事もお姉さまに確認して下さい。確認が取れたら医事へ連絡して下さい。

☆不安増強時、確認行動が多くなったり、イライラや他者への八つ当たり(以前、津島様が対象となった事あり)があるとの事です。不安感訴えられた時には傾聴し、他者とのトラブルに繋がらない様、注意していきましょう。

・小坂Dr.が各病棟に入り、リスクマネージメントに関する勉強会を行ないます。北病

　棟からは離院とその事例を挙げて質問する予定になっています。

グループワーク

＜精神科看護業務について⑤＞

５　医師の指示に基づき、医療行為を行い、その反応を観察する。
　薬物療法をはじめ、その他の精神科領域の医療において、看護師は指示された医療行為の実施からその後の継続的な観察に至るまで、非常に重要な役割を担っている。病識に乏しく医療の必要性を認められない患者への対応はもとより、実施した医療行為の反応、効果、副作用等においても、実際に医療行為を実施し、24時間継続的に患者様の生活を観察している看護師が最も的確に把握しうる。また副作用の出現時や禁忌に対しても、看護師はいち早く判断し対応出来る立場にある。

5.1　指示された医療行為を、対象の個別性を考慮しながら安全かつ効果的に実施する。

5.2　実施した医療行為の効果や反応、副作用等について継続的に観察し、必要な情報

　　を医師や他のスタッフに提供する。

5.3　副作用等患者にとって有害事象が観察された場合、緊急を要する事態に対しては

　　臨時応急の手当てを行なう。


































